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平成 29 年度ユネスコスクール年次報告書 
 

 

 １．学校概要  

 

学校名    北海道留辺蘂高等学校        （※正式名称を記載） 

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫※注１ 

      □中学校      □中高一貫※注２  ☑高等学校  

      □教員養成大学   □専修学校、各種学校 

       □特別支援学校    

□その他（例：小中高一貫                ） 
※注 1 義務教育学校を含む ※注 2 中等教育学校を含む 

  所在地 〒０９１－００２６ 

       北海道北見市留辺蘂町旭公園１０４番地５           

  E-mail  rukou-z0@hokkaido-c.ed.jp                

  Website  http://www.rukou.hokkaido-c.ed.jp/             

  幼児児童生徒数  男子 ２８ 名   女子 ４３ 名  合計 ７１ 名 

        幼児・児童・生徒の年齢 １５歳～ １８歳 

 

２．報告期間  

 

平成２９年４月～平成３０年３月 
※報告書提出時点～平成３０年３月末までの活動は、予定（見込み）として

記載ください。 

 

３． 活動内容  ※記入にあたっては、末尾の留意事項も確認ください。 

（１）活動の概要（８００字程度＋活動内容を表す写真数枚） 

  ※チェック事項 1-1、2-1 に対応 

 本校は、ＥＳＤで育みたい力の中でも、コミュニケーション能力に重点を置い

た教育活動を行っている。また、卒業後の社会で他者と共生し、自立していける

生徒の育成を目指し、教科・分掌等でさまざまな工夫の元、優れた教育機会を提

供している。 

教育課程は大きく分けて、国際理解コースと福祉コースの２つがあり、それぞ

れにおいて特色のある教育活動を展開している。 

 今年度は特に、①人間関係形成・社会形成能力の育成に係わる教育活動、②福

祉に係わる教育活動、③環境に係わる教育活動、④国際理解に係わる教育活動、

の４つを主に行い、他者との関わりの中で学ぶ機会をより多く設けた。 

 

①人間関係形成・社会形成能力の育成に係わる教育活動 

 「産業社会と人間」や、「LHR」、「総合的な学習の時間」を通して、構成的グル

ープエンカウンター（SGE）やソーシャルスキルトレーニング（SST）などのコミ

ュニケーショントレーニングを行い、担任・副担任を軸とした教員主導による集

団カウンセリングを行った。 
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② 福祉に係わる教育活動 

３年次の総合的な学習の時間において、地域を福祉の目線で見るために福祉マ

ップを製作した。実際に車いすで散策し、歩行に支障がなくても車いすでは困難

を伴う場所などを指摘し、問題提起を行った。その結果、実際に北見市がその道

路補修を計画することとなり、新聞でも取りあげられた。 

 

③ 環境に係わる教育活動 

 学校設定科目「環境科学」において、地元にあるＮＰＯ法人常呂川自然学校と

協力して、河川実習を行った。また、実習を通して学んだことをユネスコスクー

ル間の交流の際に発表し、その準備等をすることで活動の振り返りを図った。 

 

④ 国際理解に係わる教育活動 

学校設定科目「国際コミュニケーション」と「異文化理解」において、地元に

ある北見工業大学と連携し、海外からの留学生（ポーランド、モンゴル、サウジ

アラビア、トルコ）に来校してもらい、母国文化等を講義してもらう活動を行っ

た。「異文化理解」では福祉科目の授業とも横断学習を行い、異文化の相互的な

理解につとめさせることができた。また、上記の２つの科目で「世界一大きな授

業」を行った。さらに、北見市で行われたアジア国際子ども映画祭に参加した、

海外の高校生（韓国、ラオス）と交流授業を行った。 

 

 

 

   
 

   
 

 

 

① ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ･ｼﾞｮﾊﾘの窓 

② 福祉ゼミによる福祉マップ紹介 

    （写真提供：『伝書鳩』） 

③ 環境科学の河川実習 
④ ３年次での「世界一大きな授業」 
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（２）活動の詳細 

① 活動内容 

※チェック事項 1-2, 2-1 に対応 

 

ア. 活動分野（複数選択可）  

                            
☑ 1. 環境 ☑ 2. エネルギー ☑ 3. 防災 ☑ 4. 生物多様性 
☑ 5.気候変動 ☑ 6. 国際理解、文

化多様性 
□ 7. 地域の伝統文

化、文化遺産 
☑ 8. 人権・平和 

□ 9. 健康・福祉 ☑ 10. 食育 □ 11. 持続可能な

生産と消費 
☑ 12. 貧困 

□ 13. エコパーク □ 14. ジオパーク □ 15.グローバルシチズンシップ教育

（GCED) 
□16.ジェンダー平

等 

□ 17. その他（                                         ） 

 

イ．活動を通して育みたい資質や能力（複数選択可） 
☑ 1. 批判的に考える力 ☑ 2.未来像を予測して計画を立てる力 

☑ 3. 多面的、総合的に考える力 ☑ 4. コミュニケーションを行う力 

☑ 5. 他者と協力する態度 ☑ 6. つながりを尊重する態度 

☑ 7. 進んで参加する態度  

□ 8. その他（自由記入                                      ） 

 

 

ウ．活動時間（複数選択可） 
☑ 1. 教科の時間 ☑ 2. 総合的な学習の時間 

☑ 3. 特別活動等 □ 4. クラブ活動 

☑ 5. その他（自由記述  生徒会執行部の活動                     ） 

 

 

エ．使用した教材 （書籍、ウェブサイト、パンフレットなど具体名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・世界一大きな授業２０１７ 

・ユネスコスクールと持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ） 

 今よりいいアースへの学び 

・書き損じはがきのキャンペーン２０１８ 
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② ユネスコスクールとしての活動を各校の教育課程（指導計画）にどのよう

に位置付けているか。指導内容を適切に定め、指導方法の工夫改善に努め

ているか。（２００～３００字程度） 

※チェック事項 1-2, 1-3 に対応 

 

③ 学校全体で組織的かつ継続的に活動に取り組める体制や環境をつくるため、

どのような取組を行っているか。（２００字程度） 

※チェック事項 1-4 に対応 

 

④ ユネスコスクールとしての活動の質の向上のための学校活動の評価（内部/

外部）の方法・具体的内容と、それによって明らかになった成果と課題。

（２００字程度） 

※チェック事項 1-5 に対応 

 

 

本校は、ユネスコスクールとしてＥＳＤを進めていくために、教育課程

の中にその目標・ねらいを包括させ、各教科・分掌・年次全体でＥＳＤの

活動を進めている。また、ＰＤＣＡサイクルによって自分たちの教育活動

をふりかえってより良いものにしていくために、前学期終了前と後学期終

了前にＥＳＤふりかえりシートを作成している。これは全教員によるもの

で、４観点における達成度・反省・成果・課題などについて記入し、結果

を分析して共有することで、指導方法の工夫改善に役立てている。 

 

 

本校はキャリア教育の目標とＥＳＤのねらいを関連させ、教育活動の中

にＥＳＤを浸透させて行っている。また、１間口の小規模総合学科である

ため、教員数が多くないにもかかわらず、ユネスコスクール推進委員を１

名とその補助をする教員を置き、ユネスコスクールとしてのＥＳＤ活動の

推進を、分掌の大きな業務分担の１つとしている。さらに、異動に伴って

着任した教員に対しては研修会を設け、教員全体が共通してＥＳＤへの理

解を深めるようにしている。 

 内部評価としては、年に２回行っている活動評価のためのふりかえりシ

ートを、全教員に記入してもらっており、今年度で３年目の実施となった。

課題対応能力やキャリアプランニング能力については、年々達成度が上が

ってきており、教員一人一人がＥＳＤに対する理解を深め、実践してきて

いる。 

また、学校評議員による学校評価の中では、ＥＳＤ活動について一定以

上の評価をいただいており、今後本校が発展していくためには、ＥＳＤ活

動を推進していくことが必要だとのご意見をいただいた。 
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⑤ ESD の推進拠点としての活動成果の発信方法・内容と、発信により得られ

た効果。（２００字程度）         ※チェック事項 2-2 に対応 

 

⑥ 学校以外の団体との協働・交流・ネットワーク形成（地域コミュニティ、

大学、ＥＳＤ活動支援センター、ＥＳＤコンソーシアムとの連携など） 

（２００字程度） 

                   ※チェック事項 2-3 に対応 

 

⑦ 国内外のユネスコスクールとの交流・ネットワーク形成（２００字程度） 

※チェック事項 2-4 に対応 

 

 

 

 

 

 

 地元の幼稚園・保育園・小学校や中学校、留辺蘂自治区の社会福祉協議

会や町づくり協議会と、さまざまな機会において連携し、教育活動を行っ

た。 

 ＮＰＯ法人常呂川自然学校と連携し、理科の環境科学での河川実習を行

った。また、市内にある北見工業大学とは国際交流の面で交流・協力をい

ただいている。特に英語科の授業においては、北見工業大学に留学に来て

いるさまざまな文化を持つ諸外国出身の学生複数名に、自分たちの母国を

紹介してもらう講義をお願いし、同時に、留学生に対して生徒が日ごろ学

んでいる授業の内容を発表することも行った。 

 ＥＳＤの活動を発信する方法としては、ホームページへの記事のアップ

と地元の新聞を通じた活動の紹介が挙げられる。特に、地元の新聞である

『伝書鳩』に協力してもらって本校の行事や体験活動、訪問活動等を記事

にしてもらい、広く地域の人たちの目に触れることで、本校が今どのよう

な教育活動を行っているか、どのように地域に根ざそうとしているのかが

伝わったと考える。現に、地元企業に総合的な学習の時間での活動協力な

ど仰ぐ場合は、快く受け入れていただくことが増えている。 

 国内では、北海道上士幌高校との生徒会執行部レベルでの交流を始めて

３年目になる。長期休業を利用してお互いの高校を訪問し合って、実際に

行っているＥＳＤに関連した授業を紹介し合ったり、教員によるＥＳＤに

対する理解を深める学習を行ったりしている。その中で、お互いに生徒会

活動を活性化させるヒントを得て、自分たちの活動に活かしている。国外

のユネスコスクールとは交流していないが、将来的には何らかの形で交流

できればいいと思っている。 
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⑧ ユネスコスクールの活動による効果について、特筆すべき（特に強調した

い）内容（例えば児童生徒、教員、カリキュラム・教授法、学校経営、地

域・保護者との関係など様々な面でのポジティブな変化）（２００字程度） 

※チェック事項 2-5 に対応 

 

 

（３）平成 30 年度の活動計画（２００～４００字程度） 

 

 

 

 

・国際交流…北見工大の留学生を招いて自国の文化などについて講義をし

てもらう活動をし、さらに生徒との交流を進める工夫をする（日常会話練

習、教科を横断しての授業等）。また、昨年度と同様に、アジア国際子ども

映画祭で北見を訪れる海外の生徒との交流授業を行う。 

 

・河川実習…地元のＮＰＯ法人と協力して、環境科学の授業で地元の川へ

行って生息する生物の状況や様子を調査し、研究する。 

 

・コミュニケーション能力の伸長を図る活動…地域の幼稚園や保育所、小

学校、中学校との出前授業や交流授業を企画、実施する。また、社会福祉

協議会やまちづくり協議会とも連携して、主に福祉に係わる教育活動を実

践する。各年次においては、コミュニケーショントレーニングも継続して

行う。 

 

・昨年度と同様に、福祉科を含む各教科でのＥＳＤの目標に基づいた教育

活動を、キャリア教育の観点と関連させて、本校の教育活動の全体図を作

成し、実践していく。 

 

 

 １年次での総合学科の教科である「産業社会と人間」および、２・３年

次の「総合的な学習の時間」と選択科目を通して、地域の住民や団体との

交流を深めてきた。そのことによって、生徒自身が地域に支えられている

実感を得るようになり、地域のために自分たちには一体何ができるのかと

いうことを考えるようになった。また、ユネスコスクールの活動が、本校

の教育活動の特色の１つとして、外部からも認められるようになってきた。 


